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▲次晴「登山部」  剱岳  山頂到着  頑張りました

インタビュー連載 第26回登山界“おちこち”の人

── 町立草津中学で全日本中学選手権
出場、群馬県立長野原高校では全日本
強化選手に選ばれました。早稲田大学を
出て、1995年のワールドカップ、1月の
チェコと2月のノルウェーでは、いずれも
兄の健司さんが優勝で、次晴さんとのワ
ンツーフィニッシュでした。さらに3月カ
ナダ、サンダーベイでの世界選手権は団

体戦で金メダルを獲得しました。

　3歳からゲレンデスキーを始めて小学
5年でスキージャンプに出合い、中学に
上がると同時にノルディック複合の道へ
入りました。中学3年の時に北海道旭
川市でおこなわれた全国中学生スキー
大会のノルディック複合で、兄の健司が
優勝、僕が2位。それまでは成績は僕が
良かったのですが・・・。中学1年の時、
僕は全国大会に出られたのに、健司は
行けなかった。それが健司のハートに火
をつけて後のオリンピックの金メダルに
つながっていったのでしょう。
　その後、健司はインターハイで優勝し
ますが、僕は最高で3位あたりでした。
高校に上がると世界ジュニアスキー選
手権に出場するようになりました。このこ
ろから健司は世界で戦う意識が高まっ
ていて早稲田大学スキー部のOBだっ
た高校の担任の勧めもあり、大学は早
稲田に行くと決めていました。僕は健司
が早稲田に行くと言ったから、ついて行
くという感じでしたね。
　大学時代は埼玉県所沢市での合
宿所生活でした。健司は真面目に学業
とトレーニングに励み、ワールドカップ

ツーフィニッシュやサンダーベイでの世
界選手権では、ともに団体優勝もでき
ました。

── 子どものころは器械体操を習ってい

たとか。草津のご両親はスポーツ教育に

力を入れていたのでしょうか。お二人と

もアルパインツアー「世界の山旅」の超

リピーターです。

　僕ら双子は小学1年から5年まで器
械体操教室に通っていました。それが
スポーツ教育だったのかもしれません
が、田舎だったので身体づくりと健康
のため、ごく普通に通っていただけです。
将来オリンピックを目指す気はさらさら
ありませんでした。冬になるとゲレンデ
スキーをやっていて次第にそちらの方

のメンバーに選ばれ、大学4年時には
オリンピックに出場して団体戦で金メダ
ルを取るまでになりました。一方の僕は
授業中寝ていて部活もそこそこ頑張る
程度。毎晩遊びに出掛けて、インカレに
出ても入賞できるかできないかといった
レベルまで転落していました。
　そんな生活をしていたので単位がか
なり足りず、卒業が近づくと苦労しまし
た。大事な試合があるから試験や単位
がどうにかならないか教授に相談しても、

「わかった」と認めてはくれません。逆に
「来年受けなおせ」と言われてしまいま
した。
　大学4年時に健司が金メダリストに
なって注目されると双子で顔がそっくり
な僕はどこに行っても健司に間違われ
ました。そのつど僕は双子の弟の次晴
だと説明しましたが信じてもらえません。
それどころか中には「嘘をつくな」という
人もいました。痴漢をしていないのに痴
漢だと言われる感覚に近かったですね。
それがとても嫌で、嘘をついていないこ
とを証明するには健司が一番注目され
る、オリンピックというステージに僕自身
も上がるしかないと決意しました。
　兄弟だと、よく「ライバル関係ですか？」
と聞かれます。でも僕ら双子は仲が良く
て、健司のことはライバルというより、自
分にとっての目標でした。健司が頑張っ
ている姿を手本にやっていただけで勝
ちたいと思ってはいなかったのです。そ
んなわけで奮起して、ワールドカップの
メンバーに選んでもらい、兄弟でのワン

山の世界の彼方此方で活躍している人 を々たずね、「そうだったのか。」を聞き出します。

日本を代表する、ツインズ（双子）アスリート。ノルディックスキー世界
選手権複合団体金メダル、長野五輪個人６位など輝かしい戦歴を
誇り、いまはスポーツキャスターで活躍。「次晴登山部」を発足し、
日本百名山登頂に挑戦中の荻原次晴さんの登場です。
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▲次晴登山部  トムラウシ  往復約13時間の長丁場  
体力がないと登れない山だとつぐづく実感。山頂
からの眺めも最高でした。

無料相談

併催

会場

夏山相談所
日本山岳会アルパインフォトクラブ 写真展

ICI石井スポーツ・
アースプラザ

千代田区神田小川町3-6（ici club神田）
アウトドアブランドショップビルの6階

第59回
山松会

●開催時間11：00～19：30
開催日時： ※初日13：00開場

（最終日16：00閉場）5/10（水） 12（金）～

ICIカンダコンペカン
ICI登山本店

ICI神田本店
靖国通り

すずらん通り 駿河台下
交差点

アースプラザ

お茶の水駅

神田 小川町駅

神保町駅

アルパインツアーからのお知らせ
山を熟知した相談員が各地から集まり、山の楽しみ方と安全登山をアドバイス。
● 白 山
● 北アルプス（剱岳・黒部下ノ廊下）
● 北アルプス（薬師岳・雲の平・黒部源流）
● 北アルプス（白馬連峰）
● 北アルプス（表銀座・常念岳・蝶ヶ岳）
● 北アルプス（槍ヶ岳・穂高岳・上高地）
● 後立山連峰（鹿島槍ヶ岳・針ノ木岳）
● 中・南アルプス
   （駒ヶ岳・空木岳・御嶽・甲斐駒ヶ岳・仙丈ヶ岳・鋸岳）
● 妙高・火打山・戸隠方面
● 八ヶ岳
● 富士山

● 南アルプス（白根三山付近）
● 南アルプス（赤石岳・荒川岳・聖岳）
● 奥秩父・大菩薩・雲取山
● 尾瀬・会津駒ヶ岳
● 苗場山・周辺の山々
● 月山・朝日・鳥海山・奥羽山系（南部）
● 岩手山・八幡平
● 八甲田・岩木山・白神岳・十和田湖
● 北海道
● 登山全般・山岳写真相談
● 海外トレッキング相談

が楽しくなって小学5年の時に体操教
室をやめてジャンプを始めました。ジャ
ンプ台は最初怖かったです。最初は雪
を盛った椅子くらいのの高さから飛ん
で、少しずつ高くしていくのですが、当時
の飛距離は15mほど。飛び立つ踏み切
りの部分は真っ白だと見えづらいので
松の葉を転 と々並べて目印にしていま
した。いまはレールの中に色が塗ってあ
ります。僕ら双子は、現役時代ほとんど
怪我がありませんでした。空中で体勢
が崩れても鉄棒での空中感覚が役立
つたのでしょう。平衡感覚や柔軟性な
どはスキーにもつながったと感じます。
　子供の頃は週末になると両親と上
信越の山々に登っていました。その頃
は、登山の良さはわからず、両親と一緒
には行くけど先に山頂に着いてしまい、
そこで待っていることが退屈だったの
を覚えています。どこの山に登った時か
忘れましたが、親父から預かった鉈を
僕は山頂に忘れてきてしまったことがあ
りました。下山後、親父に鉈を忘れてき
たことを話すと、「取りに行け！」と。それ
以来、山に行きたくないな、と思うように
なってしまったのです。中学に入り、ス
キーを本格的に始めると、両親との山
登りはなくなりました。
　ところが、選手としてヨーロッパを転
戦しながら本場アルプスの山並みを見
ると、いつかは歩いてみたいと思うよう
になっていました。両親に連れられて山
歩きをしたことを思い出したのです。引
退したら山歩きをしてみようと思い立ち
ました。

── 登山にめざめ、「次晴登山部」を結成
しました。百名山登頂まで残すところ43
座です。世界選手権金メダリストは登山
の楽しさをどこに見つけるのでしょうか。

　アルパインツアーとは、2003年に「夏
山を歩こう、ノルディックウォークファン
の集い」を始めました。いま思えば次晴
登山部の前身です。ファンの人たちは
山歩きをほとんど知らなかったので、ア
ルパインツアーが企画する本格的な登
山には苦情も出ました。4年ほど中断し
て、2011年8月に次晴登山部を結成し
ました。次晴登山部では日本百名山は
57座登りましたから、残すは43座（4月
8日にそのうちの焼岳へ登頂）。2020年
の東京オリンピック・パラリンピックまで
にはすべて登頂したかったのですが、こ
れからまだ5年はかかるでしょう。
　次晴登山部での登山はもちろん競
技とは異なり、ゆっくり歩いています。山
を楽しみながら、のんびり歩いて安全
登山に徹しています。次晴登山部の部
員をもっと増やすのが、部長の僕の仕
事です。
　根っから山好きの父親と山歩きに行
くと、めちゃくちゃ早くて、「なんでそんな

に早く歩くのか」と聞くと、「前に人がい
ると抜きたくなる」とか。きっと親父から
受け継がれた血が流れているから、ノ
ルディックスキーの世界で戦ってこられ
たのではないかと感じます。みんなでわ
いわい楽しく登るのはもちろんですが、
一人で黙 と々自分と向かい合って山を
歩くのも好きです。
　次晴登山部に専門部をつくり、バッ
クカントリースキーもできたらいいと
思っています。部員はついてこられない
かもしれませんが・・・。海外遠征の声
も上がっています。現役時代に転戦し
てきたヨーロッパアルプスのシャモニや
ドロミテなどに行ければうれしいです。

 　  　（インタビューおわり）

　早稲田大学を5年かけて出ました、と
大学時代のご自分を屈託なく話してくれ
た、荻原次晴さんの人なつっこい笑顔が
印象に残っています。アスリートからス
ポーツキャスターに転じた次晴さんの、
けれんみのない話し振りは人を惹き付け
る条件の第一だと感じた次第です。真の
アスリートに、はったりやごまかしがない
のは当然ですが、スポーツ競技の世界
の爽快感をあらためて感じました。40代
後半の肉体ながら、薄手のセーターから
うかがえる胸はいかにも分厚そうで、も
し挑戦すれば氷壁や岩壁も華麗に登る
だろうと勝手に想像した次第です。
　現役時代に転戦を重ねた、欧州アル
プス山麓へぜひ次晴登山部メンバーを
いざなっていただきたいと切に願ってお
ります。

（平成29年4月7日  聞き手：黒川 惠）

詳しくはアルパインツアーのホームページで


